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捨てるまえに再確認

　私たちの生活に密着し、地球環境にも影響を与え
るゴミ。排出量を抑え、省資源とリサイクルを基本
とした循環型社会の構築が急務となっています。
　しかし、家庭から排出されるゴミは年々増加する
傾向にあり、地球温暖化には歯止めがかからず、異
常気象や生態系の変化など地球環境は危機的な状況
となっています。
　すばらしい自然環境を次世代に引き継いでいくた
めに、ゴミ問題に真剣に取り組んでいくことが求め
られています。

み
ん
な
で
真
剣
に
取
り
組
も
う

ゴ
ミ
削
減
目
標
を
設
定
し
ま
し
た

　

す
ば
ら
し
い

自
然
環
境
を

守
っ
て
い
く
た

め
、
ゴ
ミ
の
削

減
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し

か
し
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
年
々
増
加

し
、
現
在
は
１
人
１
日
あ
た
り
約

６
１
４
ｇ
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
平
成
22

年
度
ま
で
に
１
人
１
日
あ
た
り
の

排
出
量
を
約
35
ｇ
削
減
す
る
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

35
ｇ
の
目
安
と
し
て
は
、
レ

ジ
袋
約
３
枚
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
５
０
０
ｍ
ｌ
）
で
1.5
本
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
３
個
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
達
成
で

き
る
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
削
減
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
よ
う

　

削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
心
が
け
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「
ゴ
ミ
の
発
生
を
抑
え
る
」

◇
で
き
る
だ
け
使
い
捨
て
商
品
を

　

使
わ
な
い
。

◇
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
詰
め

　

替
え
用
品
の
利
用
を
す
る
。

◇
環
境
問
題
に
積
極
的
な
お
店
を

　

利
用
す
る
。

◇
買
い
物
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）
を

　

持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
断
る
。

◇
必
要
な
い
も
の
は
購
入
し
な
い
。

②
「
物
を
繰
り
返
し
使
う
」

◇
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ　

　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。

◇
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
（
洗
っ
て

　

再
利
用
で
き
る
ビ
ン
）
の
商
品

　

を
利
用
す
る
。

◇
修
理
や
修
繕
を
行
い
、
繰
り
返

　

し
使
用
す
る
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

◇
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
購

　

入
す
る
。

◇
使
用
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

　

商
品
を
選
ぶ
。

◇
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
と
し
て
再
利
用

　

す
る
。

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
に

ご
協
力
を

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い

物
を
し
た
と
き
に
渡
さ
れ
る
レ
ジ

袋
は
、
全
国
で
年
間
約
３
０
０
億

枚
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
レ
ジ
袋
は
石
油
を
原
料
に

製
造
さ
れ
、
焼
却
す
る
と
地
球
温

正しく分けてリサイクル
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再
確
認
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

　

毎
日
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
。
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
案
外

知
ら
な
い
の
が
、「
ゴ
ミ
の
分
別
」

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
日
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
の

見
学
に
行
き
、
燃
焼
溶
融
炉
の

中
か
ら
出
て
き
た
大
量
の
ス
ラ
グ

に
、
金
属
製
の
ゴ
ミ
が
混
ざ
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
燃
え
る
ゴ
ミ
と
金
属
類
を
分
別

せ
ず
に
排
出
し
て
い
る
た
め
で
、

真
っ
赤
に
燃
え
て
い
る
燃
焼
施
設

を
緊
急
に
停
止
さ
せ
る
原
因
と
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
作
業
員
が
熱
く
て
危
険
な
燃

焼
施
設
に
入
り
、
命
懸
け
で
金
属

ゴ
ミ
の
除
去
を
行
う
そ
う
で
す
。

「
資
源
物
を
ゴ
ミ
と
し
て
排
出
し

て
、
自
分
た
ち
の
払
っ
た
税
金
で

処
理
を
し
て
い

る
の
で
す
。
本

当
に
税
金
の
無

駄
使
い
で
す

よ
。」

と
作
業
員
の
方

は
嘆
い
て
い
ま

し
た
。

　

売
っ
て
お
金
と
な
る
も
の
を
、

ど
う
し
て
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る
の

で
し
ょ
う
か
？　

最
新
の
機
械
で

も
、
す
べ
て
を
分
別
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
人
間
が
モ

ラ
ル
を
持
っ
て
、
自
分
の
手
で
分

別
を
し
な
け
れ
ば
、
環
境
問
題
は

ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
必
要
な
い
も
の
は
買
わ

ず
、
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
。
と
に
か
く
ゴ
ミ
を
減

ら
す
こ
と
が
第
一
で
、
次
に
ゴ
ミ

の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
ほ
ん
の
少
し

の
注
意
と
意
識
を
す
れ
ば
環
境
に

も
優
し
く
、
税
金
の
無
駄
使
い
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。
こ
の
機
会
に
ゴ
ミ
の

分
別
に
つ
い
て
、
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

柿久保 たけよさん（大草町）

暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
が
発
生
し
、
環
境
破
壊
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
と
は
、

買
い
物
の
と
き
に
マ
イ
バ
ッ
グ

（
買
い
物
袋
）
を
持
参
し
て
、
レ

ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
す
る

運
動
の
こ
と
で
す
。

　

普
段
の
買
い
物
を
見
直
し
、
少

し
で
も
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

正
し
く
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
ま
し
ょ
う

　

普
段
、
排
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
の

中
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源

物
が
混
ざ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

分
別
方
法
を
品
目
ご
と
に
再
度

確
認
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
ビ
ン
類
・

　

飲
用
缶
（
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
）

　

中
を
軽
く
洗
い
、
ふ
た
（
金
属
・

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
異
物
）

　

を
外
し
、
次
の
と
お
り
排
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◇
ビ
ン
類

　

無
色
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他
の

　

色
の
３
種
類
に
分
別
す
る
。

※
ビ
ー
ル
ビ
ン
、
牛
乳
ビ
ン
な
ど

　

繰
り
返
し
使
用
で
き
る
も
の
は

　

販
売
店
に
返
却
し
、
薬
品
・
化

　

粧
品
の
ビ
ン
、
コ
ッ
プ
、
窓
ガ

　

ラ
ス
、
電
球
な
ど
は
不
燃
ゴ
ミ

　

と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
飲
用
缶
（
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
）

　

小
さ
く
潰
し
て
く
だ
さ
い
。

※
缶
詰
・
お
菓
子
の
缶
は
不
燃
ゴ

　

ミ
、
一
斗
缶
は
不
燃
粗
大
ゴ
ミ

　

と
な
り
ま
す
。

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
（
飲
用
水
・
酒
類
・
醤
油
類
の
み
）

　

中
を
軽
く
洗
い
、
ふ
た
、
ラ
ベ

　

ル
な
ど
の
異
物
を
外
し
、
小
さ

　

く
潰
し
て
く
だ
さ
い
。

③
白
色
ト
レ
イ
（
食
品
用
の
み
）

　

軽
く
洗
い
、
排
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

④
古
紙
類
（
新
聞
・
チ
ラ
シ
・
雑
誌
・

　

雑
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ

　

ク
な
ど
）

　

そ
れ
ぞ
れ
に
分
別
し
、
崩
れ
る

　

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か

　

り
と
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

※
雑
紙
と
は
、
ハ
ガ
キ
、
封
筒
、

　

紙
袋
、
紙
箱
な
ど
の
こ
と
で
す
。

※
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
よ
く
洗
い
開

　

い
て
く
だ
さ
い
。

※
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
・
感
熱
紙
・

　

防
水
加
工
紙
・

　

写
真
な
ど
は
、

　

燃
え
る
ゴ
ミ
と

　

し
て
排
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

⑤
布
類
（
古
着
・
古
布
の
綿
類
）

　

シ
ャ
ツ
・
ズ
ボ
ン
・
シ
ー
ツ
な

　

ど
の
綿
製
品
に
限
り
回
収
し
ま

　

す
。
排
出
す
る
際
は
、
必
ず
洗

　

濯
を
し
て
、
ヒ
モ
で
束
ね
て
く

　

だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
（
地
区
・
拠

　

点
回
収
）
で
７
・
11
・
３
月
に

　

回
収
を
し
て
い
ま
す
。

※
ネ
ク
タ
イ
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・

　

裁
断
ク
ズ
な
ど
は
、
燃
え
る
ゴ

　

ミ
と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
布
団
・
電
気
毛
布
・
カ
ー
ペ
ッ

　

ト
な
ど
は
可
燃
粗
大
ゴ
ミ
と
な

　

り
ま
す
。

　

資

源

物

は
、

収
集
す
る
前
に

洗
い
、
キ
ャ
ッ

プ
を
外
す
な
ど
、

ひ
と
手
間
か
け

る
こ
と
で
再
資

源
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
不
純

物
の
な
い
再
生
品
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
を
排
出
す
る
前
に
も
う
一

度
「
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確
認

し
、
正
し
く
分
別
す
る
と
と
も
に
、

ゴ
ミ
の
削
減
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当

（
内
線
１
３
１･

１
３
２
）



　

年
齢
が
上
る
ほ
ど
、
生
活
習
慣

病
患
者
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
頁
の
表
１
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
生
活
習
慣
病
患
者
に

は
莫
大
な
医
療
費
が
必
要
で
、
今

回
対
象
と
な
っ
た
レ
セ
プ
ト
の
医

療
費
を
合
計
す
る
と
、
生
活
習
慣

　

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
を
ご
存
知
で
す
か
？　

こ
れ

は
内
臓
脂
肪
に
よ
る
肥
満
の
人

が
「
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、
高
血

糖
」
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
を
併

せ
も
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

こ
の
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
動
脈

硬
化
が
急
速
に
進
行
し
、
命
に
か

か
わ
る
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
発
症

す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

図
１
は
、
各
年
代
ご
と
に
お
け

る
国
保
加
入
者
数
と
、
そ
れ
ら
の

人
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
際
の

レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）

に
占
め
る
生
活
習
慣
病
患
者
の
割

合
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。

4

健やかな、あしたのために

10
月
は
国
保
強
調
月
間

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

生
活
習
慣
病
の
現
状

みんなで支える国民健康保険

　

国
民
健
康
保
険
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
た
め
の
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　

し
か
し
現
在
は
、
医
療
費
の
増
大
に
よ
る
国
保
財

政
の
圧
迫
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
な
身
体
づ
く
り
や
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
心
が
け
る
こ
と
、
国
保
の
制
度
や
現
状
を

理
解
す
る
こ
と
が
国
保
財
政
の
健
全
化
に
つ
な
が

り
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を
享
受
し
て
い

く
た
め
に
大
切
で
す
。

　

10
月
は
国
保
強
調
月
間
。
こ
の
機
会
に
国
保
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

図１

0

10

20

30

40

50

60

70

2,237

2.36

947 889

1,487

2,510

1,183

9.18

19.91
26.49

47.49

66.61

20
歳
代
以
下

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
〜
74
歳

（人） （％）
レセプトに占める生活習慣病患者の割合
国保加入者数



病
を
含
む
も
の
が
、

全
体
の
６
割
を
占

め
、
医
療
費
増
加

ひ
い
て
は
国
保
税

へ
の
負
担
増
加
の

原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は

で
き
る
だ
け
早
い

年
代
か
ら
の
予
防

が
重
要
で
す
。
ま

ず
は
、
市
で
行
っ

て
い
る
総
合
健
診

を
受
け
、
自
分
の

健
康
状
態
を
把
握

し
ま
し
ょ
う
。
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
、
医
療
費
抑
制
へ
の
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
生

活
習
慣
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防
を
目
的
と
し
た
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。
詳
細
は
追
っ
て
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
今
回
使
用
し
た
デ
ー
タ
は
、
国

　

保
加
入
者
が
、
平
成
18
年
９
月

　

に
入
院
・
外
来
（
歯
科
・
調
剤

　

を
除
く
）
で
か
か
っ
た
医
療
費

　

を
元
に
し
て
い
ま
す
。

5

3 回目まで 4 回目以降　※ 2

住民税
非課税世帯 35,400 円 24,600 円

一般 
80,100 円

医療費が 267,000 円を超えた場
合は、その超えた分の 1％を加算 

44,400 円 

上位所得者　※ 1
150,000 円

医療費が 500,000 円を超えた場
合は、その超えた分の 1％を加算 

83,400 円 

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 44,400 円 

80,100 円
医療費が 267,000 円を超えた場合
は、その超えた分の 1％を加算 

（４回目以降は 44,400 円） 

一般 12,000 円 44,400 円 

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円 

低所得Ⅰ 15,000 円 

７０歳未満の方の自己負担限度額

７０歳以上の方の自己負担限度額

■低所得Ⅱ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける者の場合は
　世帯全員）が住民税非課税の者（低所得Ⅰ以外の者）。

■低所得Ⅰ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける者の場合は
　世帯全員）が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の
　所得は控除額を８０万円として計算）を差し引いたときに０円となる者。

■※１　基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯。
　　　　なお、所得の申告のない世帯も上位所得者とみなされます。

■※２　過去１２ヶ月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回
　　　　目以降の限度額。

　　 　

「
脱
」
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を
目

指
し
「
ウ
エ
ス
ト
す
っ
き
り
教

室
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

昨
年
総
合
健
診
を
受
け
た
国

保
加
入
者
の
方
の
中
か
ら
、
予

防
の
重
要
性
が
高
い
約
５
０
０

名
を
抽
出
・
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

１
０
０
名
を
超
え
る
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
３
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
生
活
習
慣
病
を
確

実
に
改
善
で
き
る
目
標
を
設
定

し
、
来
年
の
３
月
ま
で
の
６
か

月
間
で
体
重
と
腹
囲
の
減
少
を

目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
も
同
様
の
教

室
（
特
定
保
健
指
導
）
を
行
う

予
定
で
す
。
対
象
者
は
、
来
年

度
特
定
健
診
を
受
け
た
国
保
加

入
者
の
中
か
ら
抽
出
・
募
集
さ

れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
特
定
健

診
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

「
ウ
エ
ス
ト
す
っ
き
り
教
室
」

　

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方

は
、
75
歳
（
※
一
定
の
障
害
が
あ

る
方
は
65
歳
）
以
上
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
昭
和
７
年
10
月
１

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
誕
生

日
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

そ
の
月
か
ら
）
か
ら
老
人
保
健
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
と
な
る
方
に
は
、
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

　

方
は
、
申
請
の
際
に
保
険
証
の

　

コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
在
の

「
老
人
保
健
制
度
」
が
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま

す
。
75
歳
以
上
（
一
定
以
上
の
障

害
の
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）
の
方

は
、
現
在
ご
加
入
の
国
民
健
康
保

険
や
被
用
者
保
険
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
（
切
替
）

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
度
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
は
お
持
ち

で
す
か
？

　

既
に
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
４
月
よ
り
70
歳
以
上

の
方
に
加
え
、
70
歳
未
満
の
方
も

入
院
時
に
窓
口
で
の
医
療
費
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
限
度
額
適
用
認
定

証
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
費
用
支
払
い
時
に
限
度
額

適
用
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
最

高
で
も
自
己
負
担
限
度
額
（
左
表
）

ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

発
行
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
３
０
）

10
月
か
ら
75
歳
に
な
る
と

「
老
人
保
健
」
の
対
象
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

70
歳
未
満
の
方
で
も
使
え
ま
す

国
保
・
老
人
保
健
の
制
度
変
更

平
成
20
年
４
月
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
ス
タ
ー
ト

ご
存
知
で
す
か

生活習慣病が引き起こす
重篤な病気

１か月、１人分の医療費
（最高額）

生命にかかわる病気 心筋梗塞 350 万円

マヒなど後遺症が残る病気 脳卒中 1,100 万円

合併症が怖い病気 糖尿病（透析） 770 万円

表１
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　路線バスは、子どもや高齢者をはじめ、通
勤・通学・通院・買物など、日常生活を支え
る重要な公共交通機関です。
　また、交通渋滞の解消や、排気ガスの削減
など、環境に優しく住みよいまちづくりの一
助ともなります。
　しかしながら、マイカーの普及などにより、
バス利用者は減少が続き、現在、市内を走
る路線バスは、すべて不採算路線となってい
ます。このようなことから、１０月より一部
地域において路線バスの統廃合を行うことと

なりました。引き
続き路線バスを維
持・運行していく
ため、みなさんの
さらなるご利用を
お願いします。

■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当　（内線３５１）

路線バスの運行維持のため
さらなるご利用をお願いします

就
学
時
健
康
診
断

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
４

月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も

（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
と

し
た
就
学
前
の
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

　

次
の
学
校
区
ご
と
の
日
程
で
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
の
で
、
決
め

ら
れ
た
日
に
受
診
す
る
よ
う
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
健
康
診
断
実
施
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル

　

韮
崎
市
藤
井
町
坂
井
２
０
５

■
通
知
お
よ
び
必
要
書
類

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
保
護
者
の
方
に
は
、
す
で
に

通
知
と
必
要
書
類
を
送
付
し
、
必

要
事
項
の
記
入
な
ど
を
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
通
知
が
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
教
育
委
員
会

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

　
　
　

（
内
線
２
６
３
・
２
６
４
）

小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
は
受
診
を

小学校区 日時および場所 検査項目

韮崎北西
10 月 17 日（水）受付時間

13 時～ 13 時 30 分

※時間厳守でお願いします。

実施時間

13 時～ 15 時 30 分

東京エレクトロン

韮崎文化ホール

内科・眼科・

歯科・視力・

聴力・言語・

知能検査など

甘利

韮崎

10 月 18 日（木）穂坂

韮崎北東

健康診断日程

　今月の納税

10月は納税納付強化月間です

税目 納期限

市県民税（普通徴収）   第３期

１０月３１日（水）国民健康保険税　　　　第５期

介護保険料（普通徴収）第４期

今年度から１０～１１月を納税納付強化月間と
して、みなさんに納期内納付を呼びかけて滞納
をなくす取り組みを行っています。納め忘れの
ある方は、早めの納付をお願いします。

■お問い合わせ　
　収納課（内線１６５・１６６）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　

（
内
線
１
７
６
・
１
７
７
）

　

市
で
は
、
独
自
の
制
度
と
し
て
、

心
身
障
害
者
の
方
に
毎
年
１
回
心

身
障
害
児
（
者
）
年
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
方

で
手
続
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

申
請
期
間
中
に
福
祉
課
社
会
福
祉

担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

毎
年
申
請
で
は
な
い
た
め
、
既

に
申
請
済
の
方
は
手
続
不
要

■
対
象
者

◇
毎
年
度
10
月
１
日
（
基
準
日
）　

　

に
お
い
て
【
表
１
】
に
該
当
す

　

る
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
住
所

　

を
有
す
る
在
宅
の
方

◇
毎
年
度
10
月
10
日
（
基
準
日
）　

【表１】
手帳の種類 等　級 金　額

身体障害者手帳
１級・２級 ４，５００円

３級・４級 ２，０００円

療育手帳
Ａ ３，０００円

Ｂ−１ ２，０００円

【表２】
手帳の種類 等　級 金　額

身体障害者手帳
１級・２級 ４，５００円

３級～７級 ３，０００円

療育手帳
ＩＱがおおむね
３５以下の者
（Ｂ−１以上）

３，０００円

　

に
お
い
て
【
表
２
】
に
該
当
す

　

る
20
歳
未
満
で
、
保
護
者
と
と

　

も
に
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

※
複
数
該
当
す
る
場
合
は
、
い
ず

　

れ
か
高
額
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
書
類

◇
申
請
書

◇
身
体
障
害
者
手
帳

　

ま
た
は
療
育
手
帳

◇
印
鑑
（
認
印
可
）

◇
通
帳

※
郵
便
局
を
除
く
、
本
人
名
義
の

　

口
座
、
児
童
に
つ
い
て
は
保
護

　

者
名
義
の
口
座

■
申
請
期
間

　

10
月
10
日
〜
10
月
31
日

心
身
障
害
児（
者
）年
金

受
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
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韮
崎
市
民
交
通
傷
害
保
険

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す

　

韮
崎
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、

交
通
事
故
で
傷
害
を
受
け
た
方
を

救
済
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
民
間

の
各
種
傷
害
保
険
の
充
実
に
よ
り

加
入
者
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
保

険
会
社
か
ら
契
約
解
除
の
旨
の
通

達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
加

入
者
の
増
加
が
見
込
め
な
い
こ
と
、

ま
た
、
行
政
と
し
て
果
た
し
て
き

た
先
駆
的
役
割
は
達
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
９
月
30
日
を
も
っ

て
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る

方
が
、
９
月
30
日
ま
で
に
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
保
険
金
の

請
求
期
間
内
で
あ
る
事
故
発
生
日

か
ら
２
年
以
内
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
総
務
課
防
災
交
通
担
当
で

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

（
内
線
３
３
９
）

２０歳の記念行事「成人式」
平成２０年の成人式を次のとおり行います。

■日時　平成２０年１月１３日（日）
　　　　※受付１２時３０分～１３時１５分
　　　　※式典１３時３０分～

■場所　東京エレクトロン韮崎文化ホール　
　　　　大ホール

対象者へのご案内は、１２月上旬に郵送しま
す。なお、転出などによ
り現在市内に住民票のな
い方で、出席を希望され
る方は、１１月末日まで
にご連絡ください。

■お問い合わせ　
　韮崎市教育委員会
　教育課生涯学習担当
　（内線２６７）

　

恒
例
の
「
福
祉
の
日
記

念
ま
つ
り
」
を
、
10
月
20

日
（
土
）
９
時
よ
り
中
央

公
園
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
運
動
会
や

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

無
料
乗
車
な
ど
催
し
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
企
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家

族
、
お
友
だ
ち
お
そ
ろ
い

で
「
福
祉
の
日
記
念
ま
つ

り
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期

■
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

　

「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
に
お
き

ま
し
て
は
、
毎
年
ご
理
解
ご
協
力

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
盛
大
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
に
遊
休
品
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
10
月
13
日
（
土
）
ま
で

に
区
長
様
宅
（
ま
た
は
地
区
指
定

場
所
）
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
昨
年
の
売
上
金
は
、
社
会

福
祉
基
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

１０月２０日（土）は「福祉の日記念まつり」
ふれあいバザーにご協力を

　

計
量
法
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
日
程
で
「
は

か
り
」
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

取
引
や
証
明
で
「
は

か
り
」
を
使
用
し
て
い

る
方
（
個
人
・
事
業
所

な
ど
）
は
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
気
式
は
か

り
・
大
型
は
か
り
は
別

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

検
査
の
詳
細
に
つ
い

て
は
山
梨
県
計
量
検
定

所
ま
た
は
、
市
商
工
観
光
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
検
査
に
は
別
表

　

の
手
数
料
が
か

　

か
り
ま
す
。

※
該
当
地
域
で
の

　

受
検
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
山
梨
県
計
量
検
定
所

☎
０
５
５

－

２
２
５

－

２
４
７
９

◇
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

（
内
線
２
３
２
）

２年に１度の受検が必要です
計量器（はかり）の定期検査

種類 ひょう量または感量の比 手数料

直線目盛のみある指示はかり
250 円

棒はかり

手動天秤（100kg 以下）
10,000 分の 1以上のもの 500 円

10,000 分の 1未満のもの 1,000 円

上記以外のはかり

100kg 以下のもの 500 円

250kg 以下のもの 900 円

500kg 以下のもの 1,500 円

分銅 (1 個につき ) 10 円

はかり（電気式はかりを除く）の定期検査手数料

検査日 受付時間 該当地域 検査場所

11 月５日（月）
10 ～ 12 時 円野町・清哲町・神山町 梨北農協韮崎西支店

13 ～ 15 時 旭町・大草町・竜岡町 梨北農協韮崎甘利支店

11 月６日（火）

10 ～ 15 時

※ 12 ～ 13 時を除く

中田町・穴山町・藤井町・

穂坂町
梨北農協韮崎東支店

11 月８日（木）
本町・水神・中島・

富士見ヶ丘

韮崎市役所

11 月９日（金）

若宮・中央町・一ッ谷・

上祖母石・下祖母石・

富士見・栄・上ノ山・岩下

定期検査日程
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　名誉市民の大村智氏が建設している「韮崎大村美術館」

が１０月２７日（土）にオープンします。

　この美術館は、文化勲章受章作家の上村松園や片岡球子

をはじめとする明治以降の女流画家の作品の展示をメーン

とし、そのほかにも、日本を代表する洋画家として活躍し

た鈴木信太郎の作品などを展示します。

　大村氏は、今後、美術館とともにこれらの美術品を本市

に寄贈してくださる予定です。

　優れた美術品を身近なところで鑑賞できますので、ぜひ

お出かけください。

■オープン　１０月２７日（土）１３時～

■開館時間　１０～１８時　※入館は１７時３０分まで

■休館日　　毎週水曜日　※特別休館日あり

■入館料　　大人５００円、小中高生２００円　　

　　　　　　身心障害者・団体（２０名以上）など割引あり

■所在地　　神山町鍋山１８３０−１（白山温泉南隣）

■お問い合わせ

　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

見
直
し
計
画
の
概
要

　

経
済
性
、
効
率
性
、
地
域
性
な

ど
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
表
の

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
上
下
水
道
課
に
備
え
付
け
の
図

面
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
下
水
道
処
理
区
域
か
ら
除
外
さ

　

れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併

　

浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助

　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
補

　

助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
て
水

　

質
保
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
事
業
に
は
多
額
の
費
用

と
長
い
年
月
が
必
要
で
、
下
水
道

を
取
巻
く
状
況
も
時
間
の
経
過
と

と
も
に
変
化
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

財
政
状
況
な
ど
の
現
状
を
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
５
年
ご
と
に

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

現
在
、
市
で

は
都
市
計
画
区

域
を
優
先
し
て

下
水
道
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
事

業
規
模
や
財
政

状
況
を
考
え

る
と
都
市
計
画
区
域
内
の
整
備
に

あ
と
20
年
近
く
か
か
る
見
込
み
で
、

市
内
全
域
を
整
備
す
る
こ
と
は
時

間
的
に
も
財
政
的
に
も
厳
し
い
状

況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
の
見
直
し
で

は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
経

済
的
で
効
率
性
に
優
れ
た
排
水
処

理
方
式
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
下

水
道
処
理
区
域
の
縮
小
な
ど
を
含

む
大
規
模
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
計
画
の
見
直
し
に
あ
わ

せ
、
下
水
道
に
関
す
る
都
市
計
画

の
変
更
も
行
い
ま
す
。
変
更
案
の

作
成
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
公
聴
会
の
日
時
・
場
所

　

10
月
29
日
（
月
）
14
時
〜

　

市
役
所
別
館
２
０
１
会
議
室

素
案
（
図
面
な
ど
）
の
縦
覧

■
期
間
・
場
所

　

10
月
10
日
（
水
）
〜
24
日
（
水
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

・
市
役
所
別
館
上
下
水
道
課
窓
口

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
〈http://w

w
w
.city.nirasaki.lg.jp

/kurashi/jougesui/

〉

公
述
の
申
出

　

公
聴
会
に
出
席
し
て
、
素
案
に

対
す
る
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、

申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
出
書

　

意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
お
よ

　

び
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

　

を
書
面
（
様
式
は
自
由
）
に
記

　

載
し
、
市
長
宛
て
で
郵
送
ま
た

下
水
道
計
画
の

見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す

下水道の処理区域が継続する地区

・都市計画区域の現処理区域（旭、大草、竜岡、神山）
・穂坂町の一部（宮久保、飯米場、鳥の小池、三ツ沢、
　　　　　　　　権現沢の一部）
・中田町の一部（中条、上野、および小田川の一部）
・穴山町の一部（石水の一部）

下水道の処理区域に追加される地区

・都市計画区域内および隣接地の工場用地を含む既存宅地
　（御勅使工業団地周辺ほか）

下水道の処理区域から除外される地区

・穂坂町の一部（上の原、権現沢の一部、日之城、柳平、
　　　　　　　　三之蔵、上今井、長久保）
・中田町の一部（上野および小田川の一部）
・穴山町（石水の一部を除く）、円野町、清哲町の全域

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当　
　

　

〒
４
０
７

－

８
５
０
１

　

韮
崎
市
水
神
１

－

３

－

１

■
申
出
期
間　

　

10
月
10
日
（
水
）
〜
24
日
（
水
）

　

17
時
30
分
必
着

※
同
じ
主
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る

　

場
合
、
公
述
人
を
選
定
し
ま
す
。

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と

　

が
で
き
る
方
は
、
本
市
に
住
所

　

を
有
す
る
方
、
お
よ
び
利
害
関

　

係
の
あ
る
方
と
な
り
ま
す
。

※
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
は
、

　

公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

公
聴
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
当
日

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
希
望
者
多
数
の
場
合
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
公
聴
会
が
中
止
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　

（
内
線
６
１
３
、６
１
４
）

「韮崎大村美術館」
１０月２７日（土）にオープン
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◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

〈http://w
w
w
.city.nirasaki.lg.jp

　
　
　
　
　

/sangyou/toshikei/

〉

　

計
画
案
に
意
見
が
あ
り
、
市
内

に
住
所
の
あ
る
方
、
ま
た
は
利
害

関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

意
見
書
の
主
旨
は
、
韮
崎
市
都

市
計
画
審
議
会
に
都
市
計
画
案
と

併
せ
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

■
意
見
書

　

書
式
は
任
意
で
す
が
、
意
見
の

　

要
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
と
、
住

　

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
記

　

載
し
、
市
長
宛
て
で
郵
送
ま
た

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
式
例
は
縦
覧
場
所
、
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
提
出
先

　

市
役
所
建
設
課

　

〒
４
０
７

－

８
５
０
１

　

韮
崎
市
水
神
１

－

３

－

１

■
提
出
期
限

　

11
月
13
日
（
火
）

　

17
時
30
分
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
計
画
担
当

（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

　

市
で
は
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
将
来
都

市
像
「
元
気
で
活
力
あ
る

都
市
に
ら
さ
き
」
の
実
現

に
向
け
、
カ
タ
ク
ラ
、
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
跡
地
と
、

そ
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て

用
途
地
域
な
ど
の
変
更
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

��

用
途
地
域
を
変
更
す
る
に

あ
た
り
、
本
年
８
月
に
は
、

「
素
案
」
に
つ
い
て
の
地
元

説
明
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、「
素
案
」
の
閲
覧
を

実
施
し
、
こ
の
た
び
、
こ
の
「
素

案
」
に
つ
い
て
、
県
と
の
事
前
協

議
を
終
え
た
の
で
、「
都
市
計
画

案
」
と
し
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◇
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

◇
都
市
計
画
防
火
地
域
お
よ
び
準

　

防
火
地
域
の
変
更

■
期
間

　

10
月
30
日
（
火
）
〜

　

11
月
13
日
（
火
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
場
所

◇
建
設
課
都
市
計
画
担
当

都市計画（案）の縦覧

　

市
の
総
合
的
・

計
画
的
な
行
財

政
運
営
を
行
う

う
え
で
の
指
針

と
な
る
「
長
期

総
合
計
画
」
を

策
定
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働

し
て
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
次
の
と
お
り
審
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

⑴
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

　

上
の
方
で
あ
る
こ
と
。

⑵
応
募
の
日
に
、
本
市
の
附
属
機

　

関
な
ど
の
委
員
で
な
い
こ
と
。

⑶
国
や
地
方
公
共
団
体
の
、
議
員

　

ま
た
は
常
勤
職
員
で
な
い
こ
と
。

■
募
集
定
員　

３
人
程
度

■
内
容

　

長
期
総
合
計
画
審
議
会
（
本
年

　

か
ら
翌
年
ま
で
の
間
に
５
回
程

　

度
）
に
出
席
し
、

　

基
本
計
画
策
定

　

に
伴
う
審
議
を

　

行
っ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
F
A
X
、
郵
送
、

　

メ
ー
ル
に
て
、
10
月
17
日
（
水
）

　

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
送

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
書
（
次
の
事
項
を
記
入
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
、
職
業
、
勤
務
先
名
、

　

『
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）』

※
申
込
書
に
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん

　

が
、
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う
に

　

お
願
い
し
ま
す
。　

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
）

２
２
ー
８
４
７
９

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

夢
と
希
望
を
持
て
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

韮
崎
市
第
６
次
長
期
総
合
計
画
審
議
委
員
募
集

都
市
計
画
の
種
類

案
の
縦
覧

意
見
書
の
提
出

「元気なにらさき」まちづくり委員会

ワークショップ参加者募集！
　中心市街地に人が集ま
り賑わえば、まちが元気
に動き出す。暮らしやす
く、住み続けたいまちづ
くりを目指して、高齢化
する地域状況から毎日の
買い物・余暇の活用まで、

にらさきについての自由な意見をお聞きしま
す。今回は１０月中の委員会設立に当たり、
まちづくりのアイディア創出などを目的とし
たワークショップの参加者を募集します。

■応募資格
　１８歳以上の市内在住者で、１０月下旬か
　ら数回開催される検討会議に参加できる方

■募集定員（各１０名程度）
◇市内商店経営者の第２世代若手グループ
◇６５歳以上の方、および子育て中ママさん
　グループ
◇学識経験者、およびまちづくりに造詣が深
　い方のグループ

■応募方法
　１０月２５日（木）までに電話かメールで
　お願いします。
　
■お問い合わせ・お申し込み
　商工観光課商工労政担当（内線２３２）
　　syoukou@city.nirasaki.lg.jp
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■日時　１０月７日（日）　※少雨決行
　　　　１１：００〜１６：００
■会場　韮崎中央通り・本町通り

■内容　・軍団歴史時代絵巻行列
　　　　・各種パレード（小学生・文化協会・四ッ打他）
　　　　・�武田の里お祭り広場（各陣屋の設置）
　　　　・地域間交流・スタンプラリー・大抽選会

■お問い合わせ　武田の里まつり実行委員会
　　　　(市役所商工観光課内：内線2２９・23０)

の陣��会場案内図

　

「
新
府
城
」、「
武
田
勝
頼
公
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
た
市
民
総
参
加
型
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、

武
田
の
里
ま
つ
り
「
武
田
勝
頼
公
新
府
入
城

祭
り
」
を
、10
月
７
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
本
陣
お
よ
び
風
・
林
・
火
・
山

と
名
付
け
た
各
陣
屋
を
配
置
し
た
本
町
通
り
・

駅
前
中
央
通
り
が
交
通
規
制
区
間
と
な
り
、

戦
国
時
代
風
に
見
立
て
た
中
で
、
パ
レ
ー
ド

や
時
代
絵
巻
行
列
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
陣
と
各
陣
屋
（
４
か
所
）
で
は
、

武
田
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る
都
市
と
の
交
流
、

好
評
の
「
武
田
の
里
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」、
そ

の
他
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
多
数
開
催
し

ま
す
。

　

ご
家
族
、
友
人
お
そ
ろ
い
で
歴
史
と
ロ
マ

ン
に
彩
ら
れ
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
武
田

の
里
」
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

武田の里まつり
「武田勝頼公新府入城祭り」
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10月27日（土）大ホール 10月28日（日）大ホール

開 会 式 9：00〜 表 彰 式 9：00〜

四 ツ 打 ち （ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ） 穂坂・穴山保育園 10：00〜

公 民 館 発 表 9：30〜 文 化 協 会 朗 読 部 10：30〜

韮 崎 高 校 筝 曲 部 12：15〜 文 化 協 会 民 謡 部 10：45〜

文 化 協 会 邦 楽 部 12：25〜 文 化 協 会 詩 吟 部 11：05〜

韮崎シティジュニアコーラス 12：35〜 文化協会大正琴部 12：15〜

韮 崎 市 民 合 唱 団 12：50〜 文 化 協 会 舞 踊 部 13：25〜

東 中 吹 奏 楽 部 13：20〜 文化協会ダンス部 14：35〜

西 中 吹 奏 楽 部 13：40〜 閉 会 式 14：50〜

韮崎高校吹奏楽部 14：00〜 10月28日（日）エントランスホール

韮崎市吹奏楽団 14：20〜 文 化 協 会 茶 道 部 10：00〜

韮崎工業高校太鼓 14：40〜 10月28日（日）藤井公民館

囲 碁 大 会 10：00〜

武田の里生涯学習フェスティバル「にらさき」
第５２回武田の里韮崎市文化祭

■発表部門日程
　武田の里韮崎市文化祭が、10 月 26 日（金）〜 28 日（日）
の期間中に、東京エレクトロン韮崎文化ホールで開催され
ます。

■展示部門
10 月 26 日（金）１３時〜１７時
10 月 27 日（土）   ９時〜１７時
10 月 28 日（日）   ９時〜１５時
１F 展示室　文化協会作品展示（書道展・絵画展）
２F 会議室　 文化協会作品展示（読書文展・文芸展・陶芸

展・能面展）
　　　　　　公民館（一般）作品展示
エントランスホール　文化協会作品展示（華道展・写真展）
ホワイエ　　幼児・小中学生入選作品展示

※内容、時間等は多少変更になることがあります。

武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭　

入
選
者

美
術
の
部

●
幼　
　
　

児

金
賞

　

白
倉　

健
渡	

韮
崎
東	

銀
賞

　

佐
藤　

文
哉	

韮
崎
東

　

横
田　

佳
奈	

藤
井

銅
賞

　

山
寺　

琉
斗	

藤
井

　

小
山　

秀
斗	

中
田

　

中
嶋　

壮
太	

旭

佳
作

　

深
澤　

佳
織	

韮
崎
東

　

上
野　
　

桜	

韮
崎
東

　

保
坂　

梨
乃	

韮
崎
東

　

井
上　

優
輝	

円
野

●
小
学
校
１
年

金
賞

　

野
沢　

侑
希	

韮
崎

銀
賞

　

安
部　

俊
希	

韮
崎

　

清
水　
　

翼	

甘
利

銅
賞

　

小
林　

柊
太	

韮
崎
北
東

　

大
村　

玲
奈	

韮
崎
北
西

　

向
井　

大
翔	

甘
利

佳
作

　

依
田　

一
希	

韮
崎

　

海
瀬　

太
一	

穂
坂

　

鎌
田　

春
奈	

甘
利

　

佐
野　
　

梓	

甘
利

●
小
学
校
２
年

金
賞

　

田
中　
　

樹	

韮
崎

銀
賞

　

中
島　
　

龍	

甘
利

　

中
山　
　

龍	

甘
利

銅
賞

　

青
木　

菜
奈	

穂
坂

　

横
内　

美
和	

甘
利

　

千
野　

遼
太	
甘
利

佳
作

　

早
川　

天
馬	
韮
崎

　

丸
山　

範
子	

穂
坂

　

山
形　

早
紀	

韮
崎
北
西

　

山
本　

琴
巳	

甘
利

●
小
学
校
３
年

金
賞

　

古
屋　

陽
菜	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

横
森　

辰
樹	

韮
崎

　

草
間　

友
輝	

韮
崎
北
西

銅
賞

　

志
村　

美
樹	

韮
崎
北
東

　

深
澤　

勇
斗	

韮
崎
北
西

　

中
田　

百
香	

甘
利

佳
作

　

植
松　

紅
音	

韮
崎
北
西

　

嶋
津　

晃
太	

甘
利

　

林　

昭
多
郎	

甘
利

　

久
保
田
玲
奈	

甘
利

●
小
学
校
４
年

金
賞

　

内
藤　

慎
哉	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

岩
下　
　

燿	

韮
崎

　

横
森　

崇
寛	

穂
坂

銅
賞

　

土
屋
真
佑
子	

韮
崎

　

小
田
切
健
司	

穂
坂

　

土
屋
み
づ
き	

韮
崎
北
西

佳
作

　

五
味　
　

歩	

韮
崎

　

向
山　

和
也	

穂
坂

　

嶋
津　

彩
香	

韮
崎
北
東

　

輿
石　

な
な	

甘
利

●
小
学
校
５
年

金
賞

　

小
林　

昇
平	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

横
森　
　

圭	

穂
坂

　

米
山　

瑠
美	

韮
崎
北
東

銅
賞

　

保
坂　

聖
也	

韮
崎
北
東

　

加
藤
彩
由
美	

韮
崎
北
東

　

保
坂　

朋
紀	

韮
崎
北
西

佳
作

　

平
賀
麻
莉
奈	

穂
坂

　

櫻
井
友
二
郎	

韮
崎
北
東

　

市
川
あ
ず
さ	

韮
崎
北
東

　

平
賀
由
水
香	

韮
崎
北
西

●
小
学
校
６
年

金
賞

　

平
賀　

琢
真	

穂
坂

銀
賞

　

清
水　

皓
介	

韮
崎

　

内
藤　

瑠
星	

韮
崎
北
東

銅
賞

　

土
屋　

詞
子	

韮
崎

　

花
香　

勝
也	

韮
崎
北
東

　

山
本
児
太
郎	

韮
崎
北
東

佳
作

　

保
坂　

真
由	

穂
坂

　

小
池　

慶
樹	

韮
崎
北
東

　

桒
原　

克
崇	

韮
崎
北
西

　

鈴
木　

貴
裕	

甘
利

●
中　

学　

生

金
賞

　

保
坂　

絢
子	

韮
崎
西

銀
賞

　

篠
原
恵
里
香	

韮
崎
東

　

五
味　

弘
昌	

韮
崎
西

銅
賞

　

湯
舟
あ
ゆ
み	
韮
崎
西

　

米
山　

実
咲	
韮
崎
西

　

澤
村　

陽
子	
韮
崎
西

佳
作

　

高
見
澤
峻
介	

韮
崎
東

　

岩
下　

響	

韮
崎
東

　

小
澤　

孝
良	

韮
崎
西

　

上
野　

萌
子	

韮
崎
西

書
道（
毛
筆
）の
部

●
幼　
　
　

児

金
賞

　

金
子　

花
奈	

竜
岡

銀
賞

　

尹　
　

惠
映	

韮
崎
西

　

浅
川　

果
音	

白
百
合

銅
賞

　

望
月　

南
海	

藤
井

　

金
澤　

遥
香	

竜
岡

　

小
名
木
ち
な
み	

愛
生

佳
作

　

田
中　

翔
太	

竜
岡

　

加
賀
爪
珠
莉	

白
百
合

　

土
屋　

貴
子	

白
百
合

　

永
島　

宇
宙	

白
百
合

●
小
学
校
１
年

金
賞

　

入
戸
野
暉
人	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

飯
塚　

梨
湖	

甘
利

　

春
日　

美
結	

甘
利

銅
賞

　

原　

友
里
香	

韮
崎

　

花
輪
な
づ
な	

韮
崎
北
西

　

清
水　

麻
永	

甘
利

佳
作

　

向
山
ほ
の
香	

韮
崎

　

横
山　

裕
陸	

韮
崎

　

大
柴　
　

岳	

穂
坂

　

村
松　

冬
菜	

韮
崎
北
西

●
小
学
校
２
年

金
賞

　

望
月　

優
那	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

佐
野
あ
り
す	

韮
崎

　

糟
谷　
　

亮	

韮
崎
北
西

銅
賞

　

今
井　

柚
葉	

韮
崎

　

板
山　

奈
央	

韮
崎
北
東

　

秋
山　

友
作	

甘
利

佳
作

　

原　
　

昌
輝	

韮
崎

　

名
取　

柊
人	

穂
坂

　

今
福　

菜
月	

韮
崎
北
東

　

伊
藤　

風
薫	

韮
崎
北
西

●
小
学
校
３
年

金
賞

　

横
森　

壮
喜	

穂
坂

銀
賞

　

山
寺　

礼
乃	

韮
崎

　

小
野　
　

葵	

甘
利

銅
賞

　

渡
辺　

め
い	

韮
崎

　

白
倉　

美
雨	

韮
崎
北
東

　

児
玉　

美
羽	

韮
崎
北
西

佳
作

　

横
山　

文
香	

韮
崎

　

深
澤　

幸
奈	

韮
崎

　

福
田　

晴
萌	

韮
崎
北
東

　

飯
塚　

茉
佑	

甘
利

●
小
学
校
４
年

金
賞

　

早
川　

里
穂	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

横
森　
　

文	

穂
坂

　

渡
部　

雅
貴	

甘
利

銅
賞

　

佐
野
く
ら
ら	

韮
崎

　

相
山　

瑠
里	

韮
崎

　

入
戸
野
雅
人	

韮
崎
北
東

佳
作

　

山
寺　

雄
大	

韮
崎

　

原　

愛
咲
美	

韮
崎

　

今
福　
　

蛍	

韮
崎
北
東

　

立
花　

謙
弥	

韮
崎
北
西

●
小
学
校
５
年

金
賞

　

丸
山　

菜
摘	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

岩
下　

桃
子	

韮
崎

　

小
野　

睦
月	

甘
利

銅
賞

　

久
保
寺
美
帆	

韮
崎

　

川
口　

舞
子	

韮
崎
北
東

　

花
輪　

祐
衣	

甘
利

佳
作

　

久
保
寺
晴
香	

韮
崎

　

大
柴　
　

怜	

穂
坂

　

山
田　

真
珠	

韮
崎
北
西

　

山
本　

裕
貴	

甘
利

●
小
学
校
６
年

金
賞

　

表　
　

修
平	

甘
利

銀
賞

　

大
輪
さ
く
ら	

韮
崎
北
東

　

山
本　

大
貴	

甘
利

銅
賞

　

輿
水　

美
里	

韮
崎
北
東

　

小
林　

庸
平	

韮
崎
北
西

　

植
松　

大
亮	

甘
利

佳
作

　

長
坂
み
の
り	

韮
崎

　

斉
藤　
　

優	

韮
崎

　

望
月　

佑
美	

穂
坂

　

山
田　

侑
佳	

韮
崎
北
東

●
中
学
校
１
年

金
賞

　

相
山　

友
希	

韮
崎
東

銀
賞

　

古
屋　

真
美	

韮
崎
東

　

磯
部　

泰
宏	

韮
崎
東

銅
賞

　

保
坂　
　

潤	

韮
崎
東

　

横
森　

千
春	

韮
崎
東

　

高
左
右
彩
子	

韮
崎
西

佳
作

　

藤
原　

裕
紀	

韮
崎
東

　

小
林　

里
菜	

韮
崎
西

　

田
中　

沙
知	

韮
崎
西

　

水
川　

優
子	

韮
崎
西

●
中
学
校
２
年

金
賞

　

千
野　

彩
佳	

韮
崎
東

銀
賞

　

斉
藤　
　

薫	

韮
崎
東

　

八
巻　

亜
未	

韮
崎
西

銅
賞

　

湯
浅　

早
紀	

韮
崎
東

　

内
藤
美
奈
子	

韮
崎
西

　

表　
　

咲
良	

韮
崎
西

佳
作

　

平
澤　

里
奈	

韮
崎
東

　

久
保
寺
麻
衣	

韮
崎
東

　

廣
瀬
は
づ
紀	

韮
崎
東

　

横
打　

智
香	

韮
崎
東

●
中
学
校
３
年

金
賞

　

大
輪　

桃
子	

韮
崎
東

銀
賞

　

藤
原　

真
穂	

韮
崎
東

　

小
林　

沙
紀	

韮
崎
西

銅
賞

　

向
山　

知
貴	

韮
崎
東

　

平
賀　
　

彩	

韮
崎
東

　

笠
原　

実
花　

	

韮
崎
西

佳
作

　

横
森
や
よ
い	

韮
崎
東

　

千
野　

美
華	

韮
崎
西

　

土
橋　

芽
衣	

韮
崎
西

　

清
水　

康
子	

韮
崎
西

書
道（
硬
筆
）の
部

●
小
学
校
１
年

金
賞

　

飯
塚　

梨
湖	

甘
利

銀
賞

　

長
田　

葉
月	

韮
崎
北
東

　

村
松　

冬
菜	

韮
崎
北
西

銅
賞

　

池
田　

翔
琉	

韮
崎

　

米
山　
　

舞	

韮
崎
北
東

　

佐
野　
　

梓	

甘
利

佳
作

　

坂
本　

萌
夏	

韮
崎

　

村
田　

優
衣	

韮
崎
北
東

　

辻　
　

瑞
歩	

韮
崎
北
東

　

石
井
二
千
夏	

韮
崎
北
西

●
小
学
校
２
年

金
賞

　

板
山　

奈
央	

韮
崎
北
東

銀
賞

　

小
山　
　

舞	

韮
崎
北
東

　

志
村　

朱
音	

甘
利

銅
賞

　

今
井　

柚
葉	

韮
崎

　

忠
木　

楓
佳	

韮
崎
北
西

　

津
金　

伽
帆	

甘
利

佳
作

　

千
頭
和
優
綺	

韮
崎

　

丸
山　

範
子	

穂
坂

　

中
澤　

瑠
菜	

韮
崎
北
西

　

加
賀
美
里
奈	

甘
利
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「戦国時代にタイムスリップ！」
　収穫をひかえ黄金色に色づいた田園に、今年もたくさん
のかかしが集結し、毎年恒例の「平成かかしカーニバル」
が開催されました。
　今回は、佳境を迎えた大河ドラマ「風林火山」にちなん
だ山本勘助や、東国原知事など、今年の話題をテーマにし
たかかしが、見物客の目を楽しませていました。

「１２時間ず～っとサッカー」 「子どもの味方“てんけんくん”」

　９月１２日、市民会館で「マザーグース広
場～英語で手遊び・おはなし～」が開催され
ました。当日は、たくさんのちびっ子が、お
友だちや、お母さんと英語で歌ったり、リズ
ムにあわせて踊ったりと夢中になって遊び、
楽しい時間を過ごしました。
　いまから楽しく英語に親しめば、将来はきっ
とバイリンガルになれるはず。

　（社）山梨県自動車整備振興会では、犯罪や様々な危
険から、子どもたちを守る緊急避難所として「子ども
１１０番のお店」を設置しています。
　このことを多くの子どもたちに知ってもらおうと、
８月２７日、北東小学校を“てんけんくん”が訪問し、
怖いとき、危ないときは「子ども１１０番のお店」に
駆け込んでと PR していました。

　真夏の日差しが照りつける８月２５日、市営
総合運動グランドにおいて、８時３０分～２０
時３０分の間に、次々と試合が行われる「１２
時間サッカー」が開催されました。
　当日は、幼稚園児から大人まで大勢の参加者
が元気にピッチを駆け回り、真剣勝負を繰り広
げ、大会を盛り上げていました。

「将来はバイリンガル？」
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「
う
わ
ぁ
、
こ
ん
な
に
お
っ
き
な

サ
ツ
マ
イ
モ
が
、
い
っ
ぱ
い
出
て

き
た
よ
。」（
秀
斗
く
ん
）

　

「
こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
お
い
し
そ
う

だ
よ
。
お
家
に
帰
っ
た
ら
、
食
べ

ら
れ
る
よ
ね
？
」（
圭
吾
く
ん
）

　

２
人
で
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
る

と
、
大
き
く
成
長
し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
が
芋
づ
る
式
に
掘
り
出
さ
れ
、

大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
、
ほ
ほ
笑

む
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

「
蒸
か
し
て
食
べ
る
と
お
い
し

い
で
す
よ
ね
。
今
晩
は
家
族
で
秋

の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。」（
清
水
さ
ん
）

　

「
ほ
と
ん
ど
農
作
業
の
経
験
は
な

い
の
で
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。
保
育
園
で
の

イ
モ
掘
り
も
心
待
ち
に
し
て
い
る

み
た
い
で
す
。」（
小
山
さ
ん
）

　

自
分
で
掘
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の

味
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
？

お
っ
き
な
お
い
も
、
み
～
つ
け
た
！

【今月の表紙】小山 陽子さん　　　清水和美さん
                           秀斗くん               圭吾くん

読書週間

　９月１３日に放送された「ウッティな木曜日」では、湯
原夫妻が、果実スポット穂坂町で旬を迎えたブドウ・リン
ゴ、絶景のレストランでの食事、韮崎市の親善大使である
岸ユキさんとの対談、陶芸などを満喫し、韮崎のすばらし
い魅力に浸っていました。あなたは放送を見逃さず、しっ
かりとチェックしましたか？

「にらさきの魅力発信！」

「その時に備えて」
　９月２日、東海地震警戒宣言が発令され震度６強の地震
が発生したという事態を想定して、実践に即した訓練が市
内各地区（自主防災組織）ごとに行われました。
　中島町では、防災無線が流れると、住民が一斉に非難を
はじめ、放水訓練や、炊き出し訓練、非常食の試食などを
行い、いつ起こるか分からない巨大地震に備えて、真剣な
表情で訓練に参加していました。

　秋といえば「実りの秋」、「食欲の秋」、「ス

ポーツの秋」、「芸術の秋」といろいろありま

すが「読書の秋」でもあります。

　終戦まもない昭和２２年、「読書の力によっ

て、平和な文化国家を作ろう」と『読書週間』

は開催されたそうです。その後、この運動は

全国に拡がり、日本は世界有数の「本を読む

国民の国」になったとのことです。

　現在、電子メディアの発達によって、世界

の情報伝達の流れは、大きく変容しようとし

ています。しかし、その使い手が人間である

かぎり、その本体の人間性を育て、形づくる

のに、「本」が重要な役割を果たすことは変

わりありません。

　１０月２７日～１１

月９日は『読書週間』。

秋の夜長に、戸外から

聞こえる虫の声をＢＧ

Ｍに、読書をしてみま

せんか。



　

自
然
の
恵
み

「
ド
ン
グ
リ
」
で

縄
文
時
代
の
食

事
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

新
府
城
跡
で
ド
ン
グ
リ
を
採
集

し
、
ア
ク
を
抜
い
て
ド
ン
グ
リ

ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

◇
第
１
部

　

ド
ン
グ
リ
拾
い
・
コ
マ
作
り

　

11
月
４
日
（
日
）
９
時

　

新
府
城
跡
駐
車
場
集
合

◇
第
２
部

　

ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
焼
き

　

12
月
１
日
（
土
）
９
時

　

民
俗
資
料
館
集
合

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

■
定
員　

親
子
15
組

※
１
組
何
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
費　

１
人
・
１
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
体
を
動
か
し

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

10
月
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
は
、
新
規
加
入
者
に
限
り
入
会

費
の
「
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。
種
目
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
沢
山
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

N
P
O
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

事
務
局

☎

２
１
ー
２
２
５
５

　

山
梨
県
人
権

啓
発
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議

会
で
は
、
人
権

に
関
す
る
標
語

を
作
成
す
る
こ

と
で
、
人
権
尊

重
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
み
な
さ
ん
に
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と

「
第
２
回
山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
対
象

◇
県
内
の
小
中
高
等
学
校
に
在
学

　

す
る
児
童
・
生
徒

◇
15
歳
以
上
で
、
県
内
在
住
ま
た

　

は
在
勤
し
て
い
る
方

■
募
集
部
門

◇
小
学
生
部
門

◇
中
学
生
・
高
校
生
部
門

◇
一
般
部
門

※
応
募
は
１
人
１
点
と
し
、
作
品

　

は
標
語
形
式
で
未
発
表
の
も
の

　

に
限
る
。

■
応
募
方
法

　

11
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
、
ハ

14

　

ガ
キ
ま
た
は
F
A
X
に
て
応

　

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
に
は
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、　

　

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

　

記
す
る
こ
と
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

「
第
２
回
山
梨
県
人
権
標
語
コ

　

ン
テ
ス
ト
」
係

　

〒
４
０
０
ー
８
５
２
０　

　

甲
府
市
北
口
１
ー
２
ー
19

　

（
甲
府
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
２
３
９

０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
１
４
７

　

渓
流
魚
ア
マ
ゴ
の
卵
を
家
庭
や

学
校
の
水
槽
で
ふ
化
さ
せ
、
飼
育

し
た
稚
魚
を
河
川
に
放
流
す
る
事

会
員
募
集
！

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

市では、財団法人自治総合セン
ター「平成１９年度コミュニティ
助成事業」の助成を受け、物置、
テント、掃除機、DVD・VHS ビ
デオデッキ、マイクスタンド、
ワイヤレスマイクロホン、ミー
ティングチェア、扇風機を公民
館に購入しま
した。地域の
コミュニティ
活動にご利用
ください。

宝くじの助成によりコミュ
ニティ活動のための備品を
購入しました。

人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う

「
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」

親
子
体
験
学
習
会

ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

渓
流
魚
ア
マ
ゴ
の
ふ
化
放
流
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業
を
実
施
し
ま
す
。

　

飼
育
は
約
２
か
月

で
、
設
備
も
そ
れ
ほ

ど
か
か
ら
ず
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

配
布
当
日
は
、
卵
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
飼
育
説
明
書
を
用
意
し
ま
す

の
で
、
家
庭
な
ど
に
水
槽
な
ど
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
卵
の
配
布
日
時
・
場
所

　

11
月
３
日(

土)　

11
～
12
時

　

県
議
会
議
事
堂
前

※
天
候
に
よ
り
変
更
あ
り　

■
配
布
卵
数

　

１
～
２
口
（
１
口
50
粒
）

■
費
用　

無
料

■
定
員　

２
０
０
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
応
募
方
法

　

10
月
１
日
（
月
）
～ 

31
日(

水)  

　

９
時
30
分
～
17
時
に
、
県
立
富

　

士
湧
水
の
里
水
族
館
ま
で
電
話

　

に
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
火
曜
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

☎
０
５
５
５
ー
２
０
ー
５
１
３
５

　

あ
な
た
な
ら
ど
ん
な
家
に
住
み

た
い
で
す
か
？

　

山
梨
県
の
木

材
（
県
産
材
）

を
使
用
し
、
山

梨
の
気
候
風
土

に
合
っ
た
、
快

適
で
魅
力
的
な

住
ま
い
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

　

ス
ケ
ッ
チ
・
絵
画
部
門
、
設
計

　

図
部
門
、
文
章
部
門

■
応
募
方
法

　

10
月
31
日(

水)

ま
で
に
、｢

甲

　

斐
の
家｣

ア
イ
デ
ア
募
集
実
行

　

委
員
会
事
務
局
に
、
持
参
ま
た

　

は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
１
人
で
何
点
で
も
応
募
可
能

■
表
彰

　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、

　

佳
作
数
点

※
入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

　

を
贈
り
ま
す
。
ま
た 

入
賞
作
品

　

を
も
と
に
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

　

ト
を
作
成
し
、
木
の
国
サ
イ
ト

　

情
報
館
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

｢

甲
斐
の
家｣

ア
イ
デ
ア
募
集

　

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
ー
２
８
０
ー
３
３
８
８

　

県
で
は
、
県
内

在
住
の
高
校
生

を
対
象
に
「
高
校

生
あ
ぐ
り
体
験
教

室
」（
無
料
）
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
３
日
（
土
）　

９
時
～

　

県
立
農
業
大
学
校

　

北
杜
市
長
坂
町

　
　
　
　
　

長
坂
上
条
３
２
５
１

■
内
容

◇
学
校
行
事
（
収
穫
祭
）
参
加 

◇
農
業
の
企
業
化
に
つ
い
て
講
話

■
定
員　

40
名

■
応
募
方
法

　

10
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
農
業
技
術
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
６
１
９

ど
ん
な
家
に
住
み
た
い
で
す
か
？

「
甲
斐
の
家
２
０
０
７
」

い
ま
、
農
業
が
お
も
し
ろ
い

「
高
校
生
あ
ぐ
り
体
験
教
室
」

　

清
里
高
原
で
見
上
げ
る
、
澄
み

渡
っ
た
美

し
い
星
空

を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
10
日
（
土
）
～
11
日
（
日
）

　

１
泊
２
日

　

県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家　

　

北
杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５

■
内
容

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
予
習
し
て
、

　

秋
の
夜
空
の
星
座
を
た
ど
っ
て

　

い
き
ま
す
。

■
費
用

　

大
人　
　

１
７
０
０
円

　

子
ど
も　

１
６
０
０
円

※
宿
泊
料
、
食
事
代
、
保
険
料
、

　

教
材
費
な
ど

■
お
申
し
込
み

　

電
話
に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
（
40
名
）

　

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

☎
４
８
ー
２
３
０
６

星
空
を
楽
し
も
う

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

　ナスカの地上絵が山梨にやってくる！　
　誰が何のために描いたのか、未だ解けない謎
として有名なナスカの地上絵を、実際に描いて
みませんか。
　詳細につきましては、お問い合せ下さい。み
なさんの参加をお待ちしています。

■日時　１０月７日 ( 日 )
　※雨天の場合は８日 ( 月 ) に順延

■場所　県立考古博物館
　　　　西側広場
　　　　甲府市下曽根町９２３

■お問い合わせ
　県立考古博物館
　☎０５５－２６６－３８８１
　 ０５５ー２６６ー３８８２

「ナスカの地上絵を描く」
参加者募集！
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◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
毎週月曜日　１０：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
法律的な相談であればどんな内容でも可
１０月の相談は、２５日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内
※予約受付は、１０月１０日（水）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

　

登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
訟
務
、

人
権
擁
護
、
成
年
後
見
登
記
な
ど

に
つ
い
て
の
疑
問
に
、
法
務
局
の

職
員
、
公
証
人
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
予

約
な
ど
の
手
続
き
も
不
要
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

◇
土
地
や
建
物
、
会
社
の
登
記

　

◇
相
続
や
遺
言

　

◇
そ
の
他
、
法
務
局
の
業
務
に

　
　

関
す
る
こ
と

■
日
時

　

10
月
28
日
（
日
）

　

９
時
～
15
時
30
分

■
場
所

　

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
地
方
法
務
局

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
１
５
１

　

個
人
・
事
業
主
の
方
で
、
次
の

よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

秘
密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

労
働
問
題
、
育
児
・
介
護
休
業
、

　

年
金
や
健
康
・
労
災
・
雇
用
保

　

険
な
ど
に
つ
い
て

■
日
時
・
会
場

　

10
月
21
日
（
日
）
10
～
16
時

　

こ
う
ふ
ア
ル
ジ
ャ
ン

　

甲
府
市
中
央
１
ー
５
ー
２

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
５
５
ー
２
５
３
ー
４
０
０
４

０
５
５
ー
２
５
３
ー
８
０
０
８

　

身
近
な
法
律
問
題
で
お
悩
み
の

方
を
対
象
に
、弁
護
士
を
含
む
「
民

事
・
家
事
調
停
委
員
」
が
秘
密
厳

守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は

調
停
の
申
立
て
、
そ
の
他
の
手
続

き
を
紹
介
し
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

土
地
・
建
物
、
相
続
、
賃
金
、

　

サ
ラ
金
の
返
済
、
家
庭
内
紛
争

　

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

■
日
時
・
会
場

　

10
月
10
日
（
水
）
10
～
16
時

　

岡
島
百
貨
店
８
階

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
１
１
３
１

　

10
月
は
土
地
月

間
。
限
ら
れ
た
貴
重

な
土
地
に
つ
い
て

の
有
効
活
用
を
考

え
る
機
会
で
す
。

　

土
地
に
つ
い
て
の
悩
み
や
相
談

事
が
あ
る
方
は
、
相
談
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

　

10
月
６
日
（
土
）
10
～
15
時

　

不
動
産
鑑
定
協
会
事
務
局

　

甲
府
市
中
央
２
ー
13
ー
20

　
　
　
　
　
　
　

川
上
ビ
ル
２
階

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
県
民
生
活
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
５
０

雇
用
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談
会

日
曜
日
に
開
設
し
ま
す

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

法
律
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

無
料
調
停
相
談
会

10
月
は
「
土
地
月
間
」

不
動
産
鑑
定
士
無
料
相
談
会



　近年、全国各地でツキノワグマの出没が相次
ぎ、社会問題化しています。クマと人間とが棲
み分けし、共存するためには、ツキノワグマの
ことを理解し、適切な被害管理を行う必要があ
ります。そこで、ツキノワグマによる被害と、
その対策について理解を深めるため本講演会を
企画しました。

■日時　１０月２４日（水）１３〜１５時　　
■場所　県森林総合研究所　大研修室
　　　　南巨摩郡増穂町最勝寺２２９０－１
■申込　１０月２３日（火）までに、FAX でお
　　　　願いします。ただし、定員（１００名）
　　　　になり次第締切ります。
■お問い合わせ
　県森林総合研究所　普及指導部
　☎０５５６－２２－８００１
　 ０５５６－２２－８００２
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■
日
時

　

10
月
29
日(

月)

～　

　

11
月
16
日(

金)

の
内
12
日
間

　

18
～
21
時

■
場
所

　

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

甲
府
市
塩
部
４
ー
５
ー
28

■
受
講
料　

４
２
０
０
円

※
他
に
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

■
定
員　

20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
締
切
り

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
３
２
１
０

■
お
申
し
込
み

　

10
月
22
日
（
月
）
～
25
日
（
木
）

　

９
～
17
時

※
消
防
本
部
２
階
予
防
課
で
受
付

■
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
北
消
防
本
部
予
防
課

　

韮
崎
市
本
町
４
ー
９
ー
48

☎
２
２
ー
３
３
１
１

　

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
」

を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

と
、
見
栄
え
の
良
い
レ
イ
ア
ウ
ト

の
編
集
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

映
画
館
、
店

舗
、

ホ

テ

ル
、

病
院
な
ど
（
特

定
防
火
対
象

物
）
で
延
べ
面

積
が
３
０
０
㎡

以
上
、
収
容
人

員
30
人
以
上
の

建
物
や
、
共
同
住
宅
、
学
校
、
工
場
、

事
務
所
な
ど
（
非
特
定
防
火
対
象

物
）
で
延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡
以

上
、
収
容
人
員
50
人
以
上
の
建
物

に
つ
い
て
は
、
防
火
管
理
者
の
選

任
が
必
要
で
す
。

　

峡
北
消
防
本
部
で
は
、
次
の
と

お
り
防
火
管
理
者
の
資
格
付
与
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
14
日
（
水
）
～
15
日
（
木
）

　

８
時
50
分
～
17
時

■
場
所

　

峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

70
名

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
締
切
り

■
受
講
料　

３
５
０
０
円

　

こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ
ン
の
勉
強

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

■
対
象

　

休
ま
ず
参
加
で
き
る
市
民
の
方

■
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
締
切
り

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
健
康
体
操
の
で
き
る
軽
装
で
参

　

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み

　

10
月
23
日
（
火
）
ま
で
に
電
話

　

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

（
内
線
１
７
９
・
１
８
０
）

　

市
で
は
、「
宝

く
じ
」
の
助
成

事
業
に
よ
り
設

置
し
た
パ
ソ
コ

ン
（
ビ
ス
タ
）

に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
無
料
パ

ソ
コ
ン
教
室
（
19
年
度
集
中
講
座
）

と
、
健
康
体
操
（
ヨ
ガ
の
予
定
）

を
セ
ッ
ト
に
し
た
、
次
の
２
コ
ー

ス
を
開
催
し
ま
す
。

開催日 時間 場所

10 月 25 日（木）
30 日（火）

14 時〜
16 時 30 分

・パソコン講座
120 分

・健康体操
20 分

市民会館 3 階
小会議室

11 月　1 日（木）
6 日（火）
8 日（木）

13 日（火）
15 日（木）
20 日（火）
22 日（木）
27 日（火）
29 日（木）

12 月　4 日（火）
6 日（木）

11 日（火）
13 日（木）

A コース：ワード・エクセルを使ってみよう！

開催日 時間 場所

1 月 22 日（火）
24 日（木）
29 日（火）
31 日（木）

14 時〜
16 時 30 分

・パソコン講座
120 分

・健康体操
20 分

市民会館 3 階
小会議室

2 月　５日（火）

B コース：インターネットを使ってみよう！

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
パ
ソ
コ
ン
教
室

建
物
の
安
全
管
理
に

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
学
ぼ
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

ツキノワグマの生態と被害管理
～ツキノワグマは、なぜ人里に出るのか？～



　

第
11
回
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

11
月
３
日
（
土
）
９
時
～

　

市
営
総
合
運
動
場

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

■
対
象

　

市
内
在
住
で
、
16
歳
以
上
の
障

　

害
を
お
持
ち
の
方

■
応
募
方
法

　

10
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
、
参

　

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
、
福
祉
課
社
会
福
祉
担

　

当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
社
会
福
祉
担

　

当
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　

（
内
線
１
７
６
・
１
７
７
）

ま
し
た
。
気
持
ち
の
良
い
秋
空
の

下
、
戦
国
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
、
楽
し
く
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時

　

10
月
20
日
（
土
）

　

８
時
15
分
受
付
開
始

　

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

◇
6.5
㎞
コ
ー
ス

　

（
開
国
橋
で
折
り
返
し
）

◇
12
㎞
コ
ー
ス

　

（
竜
岡
町
将
棋
頭
で
折
り
返
し
）

◇
16
㎞
コ
ー
ス

　

（
白
根
将
棋
頭
で
折
り
返
し
）

■
持
ち
物

　

健
康
保
険
証
（
コ
ピ
ー
）、
お

　

弁
当
、
雨
具
な
ど

■
申
込
方
法

　

10
月
18
日
（
木
）
16
時
ま
で
に
、

　

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
、住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希

　

望
コ
ー
ス
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

◇
山
梨
日
日
新
聞
営
業
推
進
局

☎
０
５
５
ー
２
３
１
ー
３
１
２
１

０
５
５
ー
２
３
１
ー
３
１
０
７

◇
建
設
課
管
理
担
当

（
内
線
２
４
６
・
２
４
７
）

０
５
５
１
ー
２
２
ー
８
４
７
９

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

10
月
７
日
（
日
）
18
時
～

■
場
所

　

銀
河
鉄
道
展
望
公
園
（
穂
坂
町
）

■
内
容

◇
打
上
げ
花
火
の
合
図
に
合
わ
せ

　

て
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

◇
講
師
に
よ
る
展
望
会

◇
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

◇
銀
河
鉄
道
を
探
せ
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ら
さ
き
実
行

　

委
員
会
（
商
工
観
光
課
内
）

（
内
線
２
３
０
）

　

４
０
０
年
以
上
も
昔
、“
武
田

信
玄
”
に
よ
っ
て
、
乱
流
す
る
河

川
の
治
水
事
業
と
し
て
信
玄
堤
は

造
ら
れ
、
今
な
お
雄
々
し
い
姿
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ

の
信
玄
堤
公

園
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と

す
る
３
コ
ー

ス
を
用
意
し

■
イ
ベ
ン
ト
２

◇
日
時
・
場
所

　

11
月
４
日
（
日
）
８
時
40
分
～

　

市
営
総
合
運
動
場
体
育
館

◇
内
容

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

※
ダ
ブ
ル
ス
の
み

◇
参
加
資
格

　

市
内
在
住
者
、
市
内
在
勤
者
、

　

ク
ラ
ブ
会
員

◇
参
加
費

　

会
員　
　
　
　

５
０
０
円

　

会
員
以
外　

１
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

N
P
O
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

事
務
局

☎

２
１
ー
２
２
５
５

　

宮
沢
賢
治
の

名
作
「
銀
河
鉄

道
の
夜
」
の
ヒ

ン
ト
に
な
っ
た

と
も
言
わ
れ
る

韮
崎
の
夜
空
。

　

そ
ん
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
星
空

も
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
照
明
が
星
の
光
を
か
き
消
し

て
、
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
を
消
し
て
星
空
を
見
上
げ
、

身
近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み

　

今
年
も
、
市

民
交
流
イ
ベ
ン

ト
「
N
P
O
韮

崎
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
７
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
、
健

康
維
持
増
進
の
た
め
、
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
、
今
回
は
「
い
か
な
る
ア

ス
リ
ー
ト
も
毎
日
の
食
事
で
造
ら

れ
る
」
と
題
し
た
栄
養
学
の
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
１

◇
日
時
・
場
所　

　

10
月
27
日
（
土
）
８
時
40
分
～

　

市
営
総
合
運
動
場
体
育
館

◇
内
容

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

　

（
午
前
）、
栄
養
学
セ
ミ
ナ
ー

　

（
13
時
）、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

　

会
、
体
力
測
定
会
（
14
時
）

※
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
み
、
セ
ミ

　

ナ
ー
の
み
の
参
加
も
可
能

◇
参
加
資
格

　

市
内
在
住
者
、
市
内
在
勤
者
、

　

ク
ラ
ブ
会
員

◇
参
加
費　

無
料　

18

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

電
気
を
消
し
て
星
空
を
眺
め
よ
う

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ら
さ
き

歴
史
を
再
発
見
！

信
玄
堤
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
７

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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10
月
17
日
か

ら
23
日
ま
で
は
、

「
薬
と
健
康
の

週
間
」
で
す
。

　

期
間
中
に
は
、

「
医
薬
品
の
正

し
い
使
い
方
」

や
、「
医
薬
分
業
の
し
く
み
」
な
ど
、

薬
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
安
全

に
使
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
次
の

催
し
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
大
勢
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
場
所

　

緑
の
館

　

（
峡
北
森
林
組
合
事
務
所
）

　

北
杜
市
武
川
町
宮
脇
36

■
内
容

　

き
の
こ
鑑
定
会

　

き
の
こ
汁
の
試
食
な
ど

■
講
師

　

「
山
梨
の
き
の
こ
」
著
者

　

山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所

　

主
幹
研
究
員　

柴
田
尚　

氏

■
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
北
森
林
組
合

☎
２
６
ー
２
３
０
０

◇
内
容

　

薬
事
功
労
者
な
ど
の
表
彰
式
、

　

薬
と
健
康
に
関
す
る
講
演
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
衛
生
薬
務
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
９
１

０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
９
２

　

峡
北
森
林
組

合
お
よ
び
中
北

特
用
林
産
協
会

で
は
、
県
産
材

を
利
用
し
た
交

流
施
設
「
緑
の

館
」
に
て
、
毒

き
の
こ
の
誤
食

を
防
ぎ
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
野
生
き
の
こ

鑑
定
会
」
と
、
き
の
こ
汁
の
試
食

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
き
の
こ

の
鑑
定
を
し
ま
す
の
で
、
採
取
し

た
き
の
こ
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
で
一
緒
に
秋
の
味
覚

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
９
日
（
火
）

　

10
～
13
時

■
健
康
を
守
る
く
す
り
展

◇
日
時

　

10
月
20
日（
土
）10
～
16
時

◇
場
所

　

オ
ギ
ノ
昭
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

モ
ー
ル
Ｊ
Ｏ
Ｙ

　

１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

　

（
中
巨
摩
郡
昭
和
町
清
水
新
居
）

◇
内
容

　

薬
の
相
談
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
配
付
な
ど

■
薬
事
衛
生
大
会

◇
日
時

　

10
月
17
日（
水
）
　

14
～
16
時
30
分

◇
場
所

　

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
甲
府

　

（
甲
府
市
朝
気
）

秋
の
味
覚
を
楽
し
も
う

「
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
」

　◆広報にらさき（紙面広告）
　・２色刷りページ１枠（縦 50mm ×横 85mm）
　　月額１０，０００円

　◆韮崎市ホームページ（バナー広告）
　・トップページ１枠（縦 60pixel ×横 150pixel）　
　　月額　５，０００円

※デザイン・色彩等は、紙面・WEB ページと調和
　のとれたものとし、市と広告主との間で協議の
　うえ決定します。

※掲載する広告（広報）のほぼ原寸大のサイズです。

広告募集
　「広報にらさき」および
「韮崎市ホームページ」に、
有料で広告掲載を希望す
る広告主を募集します。

申込方法については、企画財政課までお問い合
わせいただくか、ホームページをご覧ください。
■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当（内線３５６）

※掲載するバナー広告（HP）の
　サイズ（イメージ）になります。

韮崎市ホームページ
（h t t p : / /www . c i t y .
nirasaki.lg.jp）へアクセス

祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 　　 １１日 ( 木 )・２９日 ( 月 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )      １２日 ( 金 )・３０日 ( 火 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　　　　　　　　 １５日 ( 月 )・３１日 ( 水 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場　　　　　　　　  　　　　　　１６日 ( 火 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池 １日 ( 月 )・１７日 ( 水 )

藤井町全区 ２日 ( 火 )・１８日 ( 木 )

中田・穴山町全区 ３日 ( 水 )・２２日 ( 月 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 ) ４日 ( 木 )・２３日 ( 火 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 ) ５日 ( 金 )・２４日 ( 水 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 ) ９日 ( 火 )・２５日 ( 木 )

大草・竜岡町全区 　　　　　　　　　１０日 ( 水 )・２６日 ( 金 )

静心寮 １９日 ( 金 )

老壮大学 １９日 ( 金 )

福祉の日 ２０日 ( 土 )

こぶし号 老人福祉センターバス （10月巡回日程）

巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。

お問い合わせ　老人福祉センター

　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）

福祉用具センター　暮らしの相談室　らっく楽
あなたとあなたの家族の笑顔のために

～住宅改修補助金も活用できます～

韮崎市水神1－10－6　http://www.takeikoumuten.jp/
電話 0551－22－1602

釜
無
川 黄色の建物

市役所
ルートイン
韮崎

村松石材店
青坂

市内唯一の介護用品専門店

介護認定されていますと
介護保険対応商品は
購入後９割戻ります。

薬
に
関
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

「
薬
と
健
康
週
間
」



■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会

☎
０
５
５
ー
２
６
２
ー
１
２
１
２

　

甲
府
税
務
署
第
２
駐
車
場
は
、

平
成
19
年
９
月
末
日
を
も
っ
て
、

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
み
な
さ
ん
に
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
税
務
署
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
３
３
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

山
梨
県
タ
ク

シ
ー
協
会
で
は
、

健
康
増
進
法
に

よ
り
社
会
の
流

れ
が
禁
煙
・
分

煙
化
に
向
か
う

な
か
、
タ
バ
コ

の
害
か
ら
健
康
を
守
り
、
一
層
の

快
適
性
向
上
を
図
ろ
う
と
10
月
１

日
よ
り
全
車
両
の
禁
煙
化
に
踏
み

切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

タ
バ
コ
を
嗜
好
す
る
利
用
者
に

は
、
ご
辛
抱
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

20

口
で
配
布
）
に
て
、
平
成
20
年
10

月
１
日
ま
で
（
離
職
し
た
場
合
は

翌
月
末
日
ま
で
）
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
２
８
５
８

０
５
５
ー
２
２
５
ー
２
７
８
６

　

10
月
１
日
に｢

平
成
19
年
就
業

構
造
基
本
調
査｣

が
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
県
内
に
住
む
15

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
と
ら
え
、
就
業

構
造
を
全
国
だ
け
で
な
く
地
域
別

に
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経
済

政
策
な
ど
の
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
、
知
事
の
任
命

し
た
統
計
調
査
員
が｢

統
計
調
査

員
証｣

を
携
帯
し
、
調
査
票
な
ど

を
持
っ
て
お
訪
ね
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
統
計
調
査
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
４
１

０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
４
７

　

外
国
人
が
、

在
留
資
格
の
範

囲

内

で
、

能

力
を
発
揮
し
な

が
ら
適
性
に
就

労
で
き
る
よ
う
、

10
月
１
日
か
ら

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の
ル
ー

ル
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
（
喪
失
届
）
の
備
考
欄
に
、
在

留
資
格
、
在
留
期
限
、
国
籍
な
ど

を
記
載
す
る
こ
と
で
届
け
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

届
出
様
式
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓

口
で
配
布
）
に
て
、
雇
い
入
れ
、

ま
た
は
離
職
の
場
合
と
も
翌
月
末

日
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
様
式
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓

　

10
月
は
労

働
保
険
適
用

促
進
月
間
で

す
。
労
働
保
険

の
成
立
手
続

は
お
済
み
で

す
か
？

　

労
働
保
険

(

労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
は
、
原
則
と
し
て
社

員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

１
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
適
用
事

業
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
は
成
立

手
続
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
甲
府
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
５
６
１
１

◇
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所
適
用
係

☎
２
２
ー
１
３
３
１

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

外
国
人
の
場
合

平
成
19
年
10
月
１
日
時
点
で

雇
い
入
れ
て
い
る
外
国
人
の
場
合

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
な
い

　
　
　
　
　
　
　

外
国
人
の
場
合

安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
を

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

甲
府
税
務
署
第
２
駐
車
場

利
用
廃
止
の
お
知
ら
せ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

就
業
構
造
基
本
調
査

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

タ
ク
シ
ー
全
面
禁
煙
化

届
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

外
国
人
雇
用
状
況

受動喫煙を防止しよう！
　タバコの「煙」には、たくさんの有害物質
が含まれていますが、受動喫煙によってタバ
コを吸わない人にまで、健康被害を及ぼして
しまうことが問題となっています。
　このようなことから、平成１５年５月１日
より健康増進法が施行され、多くの人が利用
する施設では「たばこの受動喫煙を防止する
ために必要な措置を講ずるように努めなけれ
ばならない」と規定されています。
　県では、受動喫煙対策を行い、安心して利
用できる施設を「禁煙・分煙認定施設」とし
て認定しています。みなさんの健康を守るた
め、多くの施設からの申
請をお待ちしています。

■お問い合わせ
　中北保健所峡北支所
　☎２３ー３０７４
　 ２３ー３０７５
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◆パパ・ママ学級（要予約）
　赤ちゃん抱っこ体操、母乳栄養、母乳マッサージ
　 C コース２　１０月１６日（火）１３：３０〜

◆すくすく教室（７か月）
１０月１６日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年３月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
１０月２３日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年１１月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
１０月２４日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年９月生まれ
持物：子ども用歯ブラシ

◆４か月児健診
１０月２６日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年６月生まれ

◆１歳６か月児健診
１０月１２日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年３月生まれ

◆３歳児健診
１０月１７日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１６年９月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　１０月２５日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　一般健康相談・
　妊婦相談
　毎週月〜金曜日
　９：３０〜１６：００

◆健康トレーニング教室
　１０月１５日、２２日、２９日（月）
　１３：３０〜１５：３０

◆体改善“にこにこ”講座
　Ａコース　毎週水曜日　　９：３０〜１１：３０

　Ｂコース　毎週木曜日　１３：３０〜１５：３０

◆陸上ウォーキング教室（当日申込可）
　１０月１１日（木）韮崎市役所集合　
　受付　８：００〜　出発　８：１５〜

　１０月２７日（土）勤労青年センター集合　
　受付　８：００〜　出発　８：１５〜

◆元気が出る教室
　１０月１７日（水）　１３：３０〜１４：４０
　場所：老人福祉センター（大草町）

　※老人福祉センター利用料１００円が必要です。

◆いきいき貯筋クラブ
　９：３０〜１１：３０
　１０月　２日、１６日（火）　神山町公民館　
　１０月　４日、１８日（木）　穴山町公民館
　１０月　５日、１９日（金）　藤井町公民館
　１０月　９日、２３日（火）　市民会館
　１０月１１日、２５日（木）　旭町公民館
　１０月１２日、２６日（金）　円野町公民館

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児・健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

※３歳児健診は健康カレンダーの日程と違い、上記の
　とおり実施します。ご注意ください。

◎スポーツと椎間板ヘルニアに、因果関係は認められていません。
　腰椎椎間板へルニアは腰痛・下肢痛をきたす代表的な疾患として広く知られ
ています。椎間板は弾力性のある髄核を、かたい線維輪が取り囲んでできてい
ます。その線維輪の後方部分が断裂し、髄核が断裂部より後方に逸脱すること
により、神経根、馬尾が圧迫され椎間板へルニアは発症します。

　腰椎椎間板へルニアは、重労働者や車の運転をよくする人に多く発生することが
わかっていますが、よく言われるような、子供の頃からのスポーツと椎間板へルニ
アとの間に明らかな関係は認められていません。

◎早めに整形外科で受診をしてください。
　まずは整形外科を受診してください。問診と診察によってある程度は予測でき、
現在は MRI 検査で診断できます。腰の前屈で腰痛が強くなったり、腰を斜め後ろに
反らしたとき、ふくらはぎの外側が痛くなったりすると腰椎椎間板へルニアの可能
性があります。症状の程度によって治療はかわりますが、腰痛、下肢痛が強いとき
は安静が必要です。

「最近、よく腰痛があります。28歳の男性で仕事は事務職です。
小学生のころより、水泳、サッカーをしており、腰椎椎間板

　　へルニアが心配です。どうしたらいいでしょうか？」
？

アドバイザー  韮崎市立病院
整形外科 医師  堂本徹
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
※火、木曜日は１４：００〜１６：００も開館しています。

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

◆なかよし広場
　１０月４、１１日（木）１１：００〜 

◆むかしの話（小学生対象）

  １０月１５日（月）　１５：００〜
　 ◆食育のお話
　１０月１６日（火）１０：３０〜
　講師　山梨県栄養士会

◆親子で遊ぼう（お絵かき）
　１０月２３日（火）〜２６日（金）
　１１：００〜

◆ビーズアクセサリー作り（要予約）
　１０月２５日（木）１０：３０〜

　講師　保坂綾先生　※１５組限定

◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆なかよし広場
　１０月１、１５、２２、２９日（月）　　　　
　１１：００〜

◆親子で遊ぼう（折り紙）
　１０月９日（火）〜１２日（金）
　１１：００〜
 
◆作って遊ぼう※小麦粉粘土（要予約）
　１０月３１日（水）１０：３０〜

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆お話会
　１０月５日（金）１０：３０〜

　講師　お話サークル「ききみみずきん」

◆なかよし広場
　１０月１２、１９日（金）
　１１：００〜

◆親子で遊ぼう（折り紙）
　１０月２３日（火）〜２６日（金）
　１１：００〜

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆なかよし広場
　１０月２、９、２３、３０日（火）
　１１：００〜
 ◆手遊び歌遊び
　１０月１１日（木）１０：３０〜

◆親子で遊ぼう（お絵かき）
　１０月１６日（火）、１７日（水）、１９日（金）
　１１：００〜

◆作って遊ぼう※小麦粉粘土（要予約）
　１０月２４日（水）１０：３０〜

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

□保育園開放・子育て相談
・保育園開放　毎週水曜日　９：００〜１２：００

・子育て相談　面　　談　　９：００〜１２：００

　　　　　　　電話相談　　９：００〜１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク（子育てについて気軽に話しましょう）
　１０月　３日（水）１０：３０〜

◆体位測定（お子さんの身長・体重を測ります）
　１０月１５日（月）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう（お友だちと一緒に）
　１０月２６日（金）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム（歌・手遊び・シアターなど）

□その他のイベント・講座

◆親子エアロビクス教室
　１０月　９日（火）１０：３０〜

　講師　齋藤晴美先生

　持物　室内用シューズ、飲み物

◆子育て用品フリーマーケット
　１０月２７日（土）１０：００〜１１：３０

　※出店希望者要予約

◆虫歯の予防について（要予約）
　１０月２３日（火）１０：３０〜１１：３０

　持物　歯ブラシ、タオル

◆親子で楽しむ音楽会（要予約）
　１０月２５日（木）１０：００〜１１：００

　演奏者　音楽の玉手箱

◆韮高生とのふれあい交流会（要予約）
　１０月３１日（水）１３：２５〜１５：１５

　場所　韮崎高校格技場集合

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

リズム遊び ｢親子で楽しく動きましょう」（要予約）
　日時　１０月１８日（木）１０：３０〜
　場所　韮崎市営体育館
　対象　２〜３歳児　
　講師　山梨学院短期大学教授　川上琴美先生
　持物　室内用シューズ

子育て支援センター・児童センター合同事業
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今回は、ボランティアサークル“あいあい”のみなさん
をお迎えします。

　日時　１０月６日（土）１４：００〜　
　場所　市民会館４階　大会議室

今月の朗読のつどい

わらべ歌・手遊びなど
わらべ歌や、手遊びなど日頃
の親子のふれあいにぴった
り。遊びや絵本に思わぬ反応
が！楽しいですよ！
　
　日時　１０月２５日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・工作・パネルシアターなど
絵本・紙芝居・パネルシアターなど、楽しいおはな
しがいっぱい！新しい本もぞくぞく紹介。お友だち
を誘ってきてください。
　
　日時　１０月２７日（土）１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

「愛の挨拶」
　本岡類著　（新潮社）

     「定年になったら、一緒にこの曲を

合奏しよう」妻と交わした約束だっ

た…。突然の訃報、独りきりの家、

人生設計の破綻。それでも「大人の

ピアノ教室」に通い続ける証券マン

に光はさすのか。ほろ苦い涙が滲む

大人の純愛小説。

「しどうほうがく」
　青山友美絵　

  　もとしたいづみ文（講談社）

     いばりんぼうの殿様の命令で太郎冠

者が借りてきた馬には、咳をすると

暴れだし、「しどうほうがく」と唱

えると静まるというクセがあった。

太郎冠者が、殿様に叱られた腹いせ

に咳をしてみると…。子どもにわか

　　　　　　　　　 りやすい狂言絵本。
（一般書）

｢ 大人になるための社会科入門 ｣
　　　　乙

おとたけひろただ

武洋匡著（幻冬舎）

「挑戦巨大外資」　　　　　　 高杉良著（小学館）

（児童書）

「火山の大研究」　　　鎌田浩毅監修（PHP 研究所）

「お金もうけは悪いこと？」
                                アンドリュー・クレメンツ作

田中奈津子訳（講談社）

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1534号より

■１０月の休館日
　毎週月曜日、３１日（水）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）
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◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。
◎「リサイクル文庫」にもご協力ください。
◎ご返却が遅れている方は、お早めにお返しください。

今月のだっこの会

　「ざしき童子」　宮沢賢治作
　　　　（朗読　風間菊実、岩間早地子、武井恵美子、松山淑子さん）

　　「智恵子抄」より　高村光太郎作
　　　　　　　　　（朗読　野田やよい、山下和子、中込さよ子さん）

　詩「ははの字」　澤フジ子作（朗読　鈴木八千代さん）

　　「楢山節考」 深沢七郎作
　　　（朗読　三沢澄香、小林宏子、菊島カツミ、丸山百合子さん）

　※次回は１１月１０日（土）を予定しています。
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「消防署の見学」
■日時　１０月１０日（水）
　　　　１０時３０分～１１時３０分（現地集合）
■場所　峡北消防本部
　　　　本町４－９－４８　☎２２－３３１１
■持物　飲み物など
■費用　無料
■お問い合わせ・お申し込み
　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）　

子育てサロン“銀河鉄道” 家
族
み
ん
な
で
出
か
け
よ
う

県
立
科
学
館
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健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
9 月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険 136,416,355 円 ※１人当り 15,451 円（前月比 0.42％増）
　老 人 保 健 224,323,457 円 ※１人当り 61,475 円（前月比 4.35％増）

市の人口（９月１日現在）
　男 １６，３９７人 世帯数 １２，３３１世帯
　女 １６，５７６人 前月比 ＋２世帯
　計 ３２，９７３人
　前月比　　 －４１人

　青少年健全育成事業の一環として、毎年開催している「武
田の里親子ふれあいまつり」が、８月１９日に市民会館で
開催されました。
　今年は、真夏に“わに塚のサクラ”を咲かせようと、参
加した約１００名の親子が、２ｃｍ四方に切られた折り紙
を台紙に貼り付け、縦約２. ７ｍ×横約４. ５ｍの巨大なモ
ザイク壁画を作製しました。完成後、作品を吊り下げて鑑
賞すると、参加者からは歓声があがっていました。
　その後は、市役所正面玄関に飾られ、季節はずれの満開
のサクラが咲き誇り、来庁者の目を楽しませていました。

温
は る と

人くん（Ｈ 1 ６年４月生まれ）

加藤 勇一・香 さん  宅（大草町）
〜「パパとママの宝物☆」〜

季節はずれ？
“わに塚のサクラ”が真夏に満開！

　去る７月１６日に発生した「新潟県中越沖地震」により
被災された方々のために、韮崎市地区長連合会が窓口にな
り、市民のみなさんからの義援金を募りましたが、９月中
旬をもって３，７３４，１００円の浄財が寄せられ、市職員
から募った義援金３７６，５００円とあわせて、被災地の
方々へお届けしました。
　多くのみなさんのご協力に、心より感謝申し上げます。
　被災された方々に心からお見舞い申し上げるとともに、
被災地の１日も早い復興を心よりお祈りします。

震災への義援金ありがとうございました
莉
り ほ

歩ちゃん（Ｈ 1 ８年１２月生まれ）

平賀 正美・友子 さん  宅（竜岡町）
〜「毎日幸せだよ！ありがとう。」〜

智
と も き

輝くん（Ｈ 1 ８年３月生まれ）

山田 智・久江 さん  宅（大草町）
〜「輝く未来をつかんでね !!」〜


